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〇 新年度スタート 
   令和３年度がスタートしました。そして進学、就職へと門出された皆様 

おめでとうございます。 

 昨年度は多くの取り組みが新型コロナウィルスに振り回されてしまいま 

した。新型コロナウィルスから得た教訓をどのように生かし「安全・安心 

で、夢と希望とが持てる魅力あるまち ・・・ 中地域」にするには“ 何を 

なすべきか ”。 私たち役員は地域協力員の方々と新たな取り組みに邁進す 

る所存です。 

                       中地域自治組織 会長 近 藤 喜 昭 

✤大口町中地域自治組織事務所   余野一丁目１２７番地  

TEL/FAX 0587-75-0675   Email oguchi-naka@mf.ccnw.ne.jp 
月水木 9-16 時受付（12-13 時除く） 

〇 第８回 大口町中地域自治組織 定期総会 を開催します 
中地域自治組織の定期総会の時期になりました。 

コロナウィルス感染予防のため、人数制限を行うことがあります。代議員の皆様の 

ご参加をお願いします。（マスク着用で出席をお願いします。） 

 

日 時  ５月９日（日）     10 : 00 ～ 

場 所  余野学習等共同利用施設 ２F（集会室） 

〇 ほっとニュース 

   令和２年（１月～12 月）に中地域で誕生されたお子さんの人数は次のとおりです。 

    大口町全体  201 人 

    うち中地域   80 人 

     余野 74 人  垣田 2 人  さつきケ丘 4 人 

～ 健やかな成長をお祈りいたします ～ 

mailto:oguchi-naka@mf.ccnw.ne.jp


〇 白木遺跡発掘現場の見学をしました。    （歴史と民俗の研究会 ） 

  ２月１６日（火）に、大口町 歴史民俗資料館 学芸員 西松 賢一郎 氏の案内により部員

５名で白木遺跡発掘現場を見学しました。部員一同、発掘現場の見学は初めてであり興味深

く説明を聞き、質問をしました。 

 今回は、緊急事態宣言が延長されたため、部員のみでの見学となりました。このような機

会があれば、「まち さんぽ」として開催予定です。 

＊白 木 遺 跡     （ 「大口町内史跡発掘調査報告書」より ） 

 大口町豊田１丁目１３～２６に位置している。遺跡の西側には五条川が流れ、その自然堤

防沿いに広がる遺跡である。 

 『大口町史』によると、畑を耕作中に土師器や須恵器が出土した記録がある。また、「桑園

の株抜きをしたところ、弥生後期の住居址が現れ、高杯、壺、砥石、甕等を出土しているの

を発見しましたが、調査されぬままに埋め戻されてしまった。この時、「人」という文字を刻

んだ須恵器片が出土した。」との記録もある。 

 現在は、大部分が畑地として利用されている状況である。遺跡範囲のうち北側では遺物が

確認できないが、それより南の範囲では、土師器・須恵器片を表採することができる。 

 なお、遺跡の付近には円墳がある。（白木古墳）径１２m、高さ２m で墳上に石塔が立って

おり、2002 年４月６日に土師器、山茶碗、近世陶器などが表採されている。1979 年ごろ

一部が削平され形状が変ってしまった。 

発見された土器片 

2020 年の地層 

田の畔上、収穫さ
れた稲の茎等 

奈良～平安時代の生活面 

調査区断面状況 

＊＊今回の調査資料は整理された後、歴史民俗資料館で展示される予定です。 


